


大阪市庁舎８階（23.7）

　地方自治法は「住民に身近な行政はできる限り
地方自治体に委ねることを基本とする」（第１条
２）とうたっているので、住民の身近な声をどれ
だけ反映できるか、が地方議会の役割なのでしょ
う。私は市議会や府議会は傍聴したことがなく報
道でしか知りませんが、維新が多数を占める議会
運営のひどさはわかります。
　私は区政会議の委員をやっているのですが、そ
こでさえ、住民の要望に対する当局の紋切型の答
弁にうんざりさせられるくらいですから。
　大阪市議会はどんなところか行ってみました。

議場の様子をで
はなくて、「議会
の入口」がどう
なのかを見たく
て。庁舎８階の
エレベーターホ
ールに面してい
て、黒くて重い
両開きのスチールドアがそれ。「閉鎖」の札が下
がっています。庁舎の設計理念の問題ですが、こ
こには住民に親しみやすい雰囲気は全く感じられ
ませんでした。
� （文・絵　内山進）
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［　特　集　］  

議会とおおさかの自治

今号では地方議会に焦点を当て、その現状と課題、目指すべき姿を探ってい

きます。「大阪の選挙では大阪維新の会（維新）が強い」のは周知の事実です

が、柏原論文は、そのことが大阪における二元代表制の構造を変えつつあると

指摘します（特集最後に府内自治体の首長と議会の構成に関するデータを掲

載）。大阪府市に見られるように、政党を基盤とした首長と議員の一体化、少数

会派を排除する議会運営、議員定数削減などを通じて、自治体に対して複線的

に民意を反映させるという二元代表制の意義が脅かされているのが現状です。

野々上論文が大阪府議会について記すように、そうした事態は不透明な政策決

定・実施をもたらすとともに、「頭の痛い、しかし市民がみんなで考えなけれ

ばいけない問題」を遠ざける政治の構造を作っています。自治体運営のスピー

ディーさではなく、地域社会の中にある多様性を議会にどう反映させるかが改

めて問われています。

河野論文が紹介する島本町議会では、女性議員の増加とともに、議会として

の平和や人権、生活課題への取り組みが広がっています。女性議員が「当たり

前」になることで、議員の性別を問わず地域の様々な問題への関心や住民運動

とのつながりが豊かになり、それが議会の取り組みの多彩さにつながっていま

す。小関氏の講演では、地域の住民たちの運動が岸本区長の誕生と多様なバッ

クグラウンドを持った女性議員たちを当選させた原動力となったことが語られ

ています。地域の社会運動と議会がつながることで、「風景」を変える可能性も

見えてくるのではないでしょうか。
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は
じ
め
に

２
０
２
３
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
の
結

果
、
知
事
に
加
え
て
、
府
内
の
基
礎
自
治
体
の

う
ち
20
の
自
治
体
の
首
長
が
維
新
公
認
と
な
り

ま
し
た
。
府
議
会
に
加
え
て
大
阪
市
議
会
も
維

新
公
認
で
当
選
し
た
議
員
が
過
半
数
を
占
め
、

さ
っ
そ
く
市
議
会
の
定
数
削
減
案
（
81
人

→
70
。
次
回
選
挙
か
ら
）
が
維
新
か
ら
提
案
さ

れ
、
自
民
・
公
明
の
賛
成
を
得
て
、
委
員
会
審

議
を
省
略
し
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
反
対
は
わ

ず
か
３
名
で
し
た
。
こ
の
過
程
自
体
が
市
議
会

の
現
状
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

在
阪
民
放
の
テ
レ
ビ
番
組
に
、
維
新
案
に
つ

い
て
私
の
短
い
批
判
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
た
の
で

す
が
、
ス
タ
ジ
オ
出
演
者
の
反
応
は
、
公
約
だ

か
ら
提
案
は
当
然
、
人
数
の
問
題
で
は
な
い
と

い
う
声
ば
か
り
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に

維
新
の
「
身
を
切
る
改
革
」、
と
り
わ
け
議
会
の

定
数
・
報
酬
削
減
が
有
権
者
の
支
持
を
得
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
因
は
在
阪
メ
デ

ィ
ア
が
議
会
や
議
員
の
役
割
を
伝
え
ず
、
国
政

と
は
異
な
る
二
元
代
表
制
の
意
義
が
有
権
者
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
当
の
議
会
自

体
が
自
身
の
役
割
を
有
権
者
に
説
明
し
て
い
な

い
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
地
方
自
治
体
が
二
元
代
表

制
を
採
用
し
て
い
る
意
味
を
再
確
認
し
た
の

ち
、
大
阪
府
内
の
自
治
体
に
つ
い
て
、
議
会
と

二
元
代
表
制
の
現
状
を
分
析
し
、
大
阪
府
と
大

阪
市
で
は
二
元
代
表
制
の
意
義
は
失
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
と
り
わ
け
首
長
に
対
す
る
議
会
の
特

性
と
し
て
の
多
様
性
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
す
。

Ⅰ　

�

地
方
自
治
の
統
治
原
理
と
し
て

の
二
元
代
表
制

読
者
の
多
く
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

国
政
で
は
二
院
制
の
国
会
の
多
数
派
か
ら
内
閣

総
理
大
臣
を
選
出
す
る
議
院
内
閣
制
を
と
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
地
方
自
治
で
は
、
執
行
機

関
の
長
（
首
長
）
と
議
事
機
関
（
一
院
制
議
会
）

を
別
個
に
住
民
の
直
接
選
挙
で
選
び
ま
す
（
二

元
代
表
制
、
憲
法
93
条
）。
な
ぜ
別
々
に
選
挙
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
民
意
を
よ
り
反
映

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
複

線
的
に
で
す
。
複
線
的
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る

意
味
は
、
執
行
機
関
と
議
事
機
関
の
原
理
の
違

い
か
ら
来
て
い
ま
す
。
首
長
は
独
任
制
の
執
行

機
関
の
ト
ッ
プ
で
す
。
独
任
制
は
ト
ッ
プ
が
一

元
的
に
意
思
決
定
し
、
そ
の
責
任
を
引
き
う
け

る
と
い
う
組
織
原
理
で
す
。
他
方
、
議
事
機
関

で
あ
る
議
会
は
合
議
制
で
す
。
多
数
決
原
理
を

採
用
し
て
い
ま
す
が
、
複
数
の
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
観
点
か
ら
公
開
の
議
論
を
通
じ
て
意
思
決

定
す
る
と
い
う
、
首
長
と
は
対
極
的
な
原
理
で

意
思
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
議
会
の
特
徴
で
あ
り

存
在
意
義
で
す
。
そ
の
た
め
、
議
会
に
は
条
例

で
定
め
た
一
定
数
の
議
員
が
存
在
す
る
の
で

す
。
定
数
も
民
意
に
基
づ
い
た
議
会
が
決
め
る

以
上
、
そ
の
妥
当
性
・
合
理
性
は
住
民
に
対
し

崩
壊
す
る
二
元
代
表
制
と�

失
わ
れ
る
議
会
の
多
様
性

大
阪
府
内
自
治
体
議
会
の
現
状
か
ら

特 集

柏
原
　
誠

大
阪
経
済
大
学



7 おおさかの住民と自治　　2023年 ９ 月号

特集●議会とおおさかの自治

あ
が
る
と
政
党
候
補
が
有
利
に
な
っ
て
き
ま

す
。
実
際
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
み
る
と
政
党

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
（
別

項
デ
ー
タ
集
参
照
）。

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
で
、
個
別
の
自
治
体

の
分
析
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
維
新
首
長
の
18
自

治
体
と
そ
う
で
な
い
23
自
治
体
と
で
は
、
女
性

議
員
比
率
や
有
効
政
党
数
は
大
き
な
差
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
維
新
の
議
席
率
は
前
者
が
28
・
４

％
、
後
者
が
19
・
５
％
と
差
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
の
両
者
が
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら

を
説
明
す
る
の
か
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
の
仮
説
は
、
維
新
首
長
の
も
と
で
は
維
新
の

議
員
候
補
者
の
当
選
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う

も
の
で
す
が
、
各
自
治
体
の
維
新
首
長
の
誕
生

時
期
と
維
新
の
議
席
率
の
変
化
の
分
析
は
他
の

機
会
に
譲
り
ま
す
。

Ⅶ　
結
論
と
今
後
の
検
討
課
題

本
稿
で
は
、
維
新
首
長
と
議
会
の
構
成
、
多

様
性
、
選
挙
制
度
の
違
い
な
ど
か
ら
分
析
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
１
に
維
新
首

長
と
維
新
が
多
数
派
と
く
に
単
独
過
半
数
を
有

し
て
い
る
議
会
（
具
体
的
に
は
大
阪
府
・
市
議

会
）
と
の
関
係
は
、
す
で
に
二
元
代
表
制
が
想

定
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第

２
に
過
半
数
に
は
至
ら
ず
と
も
、
維
新
公
認
の

首
長
は
、
み
ず
か
ら
の
自
治
体
議
会
議
員
の
公

認
に
も
関
与
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場

合
、
議
会
議
員
の
首
長
部
局
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
は
、
そ
れ
が
首
長
肝
い
り
の
政
策
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
働
き
に
く
く
な
る
こ
と
を
確
認
で
き

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
万
博
な
ど
、
政
策
や
計
画
の
杜

撰
さ
が
あ
と
か
ら
露
見
す
る
こ
と
、
乱
発
さ
れ

た
専
決
処
分
で
決
定
さ
れ
た
政
策
に
問
題
が
含

ま
れ
る
こ
と
、
２
０
２
２
年
の
カ
ジ
ノ
住
民
投

票
条
例
案
の
審
議
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
会

審
議
が
省
略
さ
れ
、
少
数
会
派
に
質
問
機
会
が

与
え
ら
れ
な
い
な
ど
少
数
派
排
除
の
議
会
運
営

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
議
会
が
機
能
不
全

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
、
野
々
上
愛
さ
ん
に
、

少
数
会
派
議
員
の
立
場
か
ら
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト

を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
ご
一
読
く
だ
さ

い
。他

方
、
富
田
林
市
議
会
（
定
数
18
）
で
は
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
案
が
、
い
っ
た
ん
総

務
文
教
委
員
会
（
維
２
公
２
自
１
無
４
）
で
可

決
さ
れ
た
も
の
の
、
市
民
の
反
対
の
声
が
署
名

な
ど
で
議
会
に
届
き
、
本
会
議
で
は
一
転
し
て

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
派
構
成
だ
け
が
要
因
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
様
性
が
二
元
代
表
制
を

作
動
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

本
特
集
の
河
野
論
文
は
、
島
本
町
で
は
女
性

議
員
比
率
の
上
昇
が
議
会
の
審
議
の
質
を
変
え

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
で
、

少
な
く
な
い
市
町
村
議
会
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
マ

ス
と
い
わ
れ
る
３
割
に
到
達
し
た
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
す
（
別
項
デ
ー
タ
集
参
照
）。

ま
た
、
同
様
に
女
性
議
員
が
50
％
に
到
達
し

た
東
京
都
杉
並
区
の
経
験
は
、
子
育
て
中
の
親

や
環
境
運
動
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
よ
う
な
当

事
者
が
立
候
補
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
票
率

が
数
％
上
昇
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
議
会
の

構
成
が
大
き
く
変
わ
っ
た
経
験
を
示
し
て
い
ま

す
（
小
関
講
演
参
照
）。

こ
の
現
状
を
ど
う
打
開
す
る
か
は
難
し
い
課

題
で
す
。
選
挙
制
度
に
手
を
つ
け
ず
に
定
数
を

も
と
に
戻
す
こ
と
だ
け
で
は
解
決
は
付
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
も
政
治
学
者
が
議
論
し
て
き
た

よ
う
に
、
府
県
議
会
や
指
定
都
市
議
会
で
は
府

市
域
を
一
体
と
し
て
、
無
所
属
リ
ス
ト
も
許
容

す
る
非
拘
束
式
名
簿
比
例
代
表
制
の
導
入
な

ど
、
島
本
町
や
杉
並
区
の
よ
う
な
変
化
を
可
能

に
す
る
抜
本
的
な
改
革
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
表
明
し

て
本
稿
を
閉
じ
ま
す
。
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大
阪
維
新
の
会
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年
を
超

え
ま
す
。
大
阪
府
議
会
で
は
２
０
１
９
年
の
統

一
自
治
体
選
挙
以
降
、
維
新
単
独
過
半
数
の
議

会
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も

特
異
な
政
党
公
認
首
長
と
、
同
一
政
党
が
議
会

過
半
数
を
占
め
る
議
会
運
営
の
実
態
に
つ
い
て

の
理
論
的
な
問
題
は
柏
原
論
文
の
Ⅱ
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
は
個
別

具
体
に
そ
れ
が
ど
う
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
述

べ
ま
す
。

知
事
が
維
新
、
議
会
の
過
半
数
も
維
新
。
維

新
の
会
が
主
導
権
を
持
つ
大
阪
府
議
会
の
議
会

運
営
に
お
い
て
は
議
会
と
知
事
の
二
元
代
表
制

に
対
す
る
意
識
が
希
薄
で
す
。
さ
な
が
ら
「
株

式
会
社
維
新
の
会
」
の
社
長
が
知
事
、
取
締
役

が
議
会
の
議
員
の
よ
う
で
す
。
そ
の
マ
イ
ン
ド

が
強
く
現
れ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
補
正
予
算
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
す
。

１　

�

大
阪
府
議
会
の
専
決
処
分
の
多
さ
、そ
の

事
に
対
す
る
議
会
の
態
度
・
対
応

表
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
本
格
化
し
た
最
初
の
年
、
２
０
２
０
年
度
の

主
な
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
補
正
予
算
審
議
の
実
態
で
す
。

地
方
自
治
法
で
は
、
本
来
議
会
の
議
決
を
必

要
と
す
る
事
案
に
対
し
て
、
災
害
時
な
ど
議
会

を
召
集
す
る
余
裕
が
な
い
緊
急
時
に
、
首
長
が

議
決
を
経
ず
に
処
理
で
き
る
「
専
決
処
分
」
の

規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
曾
有
の
感
染

症
災
害
と
も
言
え
る
状
況
の
下
、
地
方
自
治
体

議
会
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
相

次
ぐ
補
正
予
算
審
議
に
追
わ
れ
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
は
各
自
治
体
議
会
で
大
き
な
差
が
現
れ

ま
し
た
。

緊
急
時
に
速
や
か
に
予
算
等
を
執
行
す
る
た

め
法
に
定
め
ら
れ
た
専
決
処
分
の
手
続
き
で
は

あ
り
ま
す
が
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
ず
に
首

長
が
好
き
勝
手
や
っ
て
い
い
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
最
小
限
に
留
め
る
べ
き
な
の
は
明
ら

か
で
す
。
都
道
府
県
の
中
で
専
決
処
分
の
額
、

率
と
も
に
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
首
位
に
立

っ
た
の
は
大
阪
府
で
あ
り
、
ま
た
政
令
指
定
都

市
の
１
位
が
大
阪
市
、
２
位
が
堺
市
で
す
。
こ

の
３
つ
の
自
治
体
の
共
通
点
は
、
維
新
公
認
の

首
長
で
あ
る
こ
と
で
す
。

２　

�

専
決
処
分
で
実
施
さ
れ
た
事
業
と
そ
の
顛
末

年
間
予
算
３
兆
円
弱
の
大
阪
府
に
お
い
て
、

２
０
２
０
年
は
１
兆
円
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
対
応

交
付
金
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
度
の
当
初
予
算
可
決
の
わ
ず
か
２
日
後
の
最

初
の
専
決
処
分
に
始
ま
り
、
１
年
間
で
７
回
、

総
額
６
４
０
０
億
円
を
超
え
る
専
決
処
分
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
に
対
す
る
議
会
の
対
応
が
酷
い
も
の

で
し
た
。
首
長
の
暴
走
を
防
ぐ
た
め
に
議
会
が

あ
り
、
専
決
処
分
と
い
う
の
は
議
会
の
チ
ェ
ッ

維
新
政
権
下
に
お
け
る�

“
異
次
元
＂の
議
会
運
営
の
実
態

特 集

野
々
上 

愛

大
阪
府
議
会
議
員



12おおさかの住民と自治　　2023年 ９ 月号
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日
本
国
憲
法
制
定
後
初
の
地
方
選
挙 

町
で
は
す
で
に
女
性
の
被
選
挙
権
行
使
が

地
方
自
治
法
改
正
、
公
職
選
挙
法
制
定
の
も

と
で
１
９
５
１
年
は
初
め
て
の
島
本
町
・
町
会

議
員
選
挙
、
こ
の
時
す
で
に
島
本
町
で
は
女
性

の
被
選
挙
権
が
行
使
さ
れ
、
１
議
席
が
誕
生
し

ま
し
た
（
表
参
照
）。

当
時
20
代
だ
っ
た
有
権
者
が
、
島
本
町
内
の

繊
維
紡
績
関
連
企
業
に
働
き
、
寮
生
活
を
送

り
、
労
働
組
合
も
経
験
、
そ
の
後
結
婚
し
島
本

町
に
住
み
続
け
、
労
働
運
動
に
つ
い
て
夫
と
対

等
に
議
論
し
た
と
い
う
、
現
在
90
代
の
方
の
経

験
談
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

女
性
町
議
は
１
９
５
５
～
１
９
６
８
年
ま
で

空
白
で
し
た
が
、
69
年
に
１
議
席
、
国
際
婦
人

年
を
契
機
に
、
審
議
会
委
員
へ
の
女
性
の
登
用

な
ど
の
充
実
が
議
会
で
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

89
年
に
は
30
％
を
占
め
、93
年
、94
年
と
連
続

し
て
女
性
議
員
が
議
長
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

97
年
の
な
み
は
や
国
体
で
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
地
に
。
当
時
は
そ

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
福
祉

の
充
実
を
期
待
し
、
選
挙
運
動
で
駅
前
に
繰
り

出
す
母
親
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
共
同
保

育
所
運
営
、
公
立
学
童
保
育
の
設
置
運
動
を
は

じ
め
、
消
費
者
・
環
境
・
水
道
問
題
な
ど
「
女

性
の
元
気
」
を
通
じ
町
政
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

「
女
性
の
議
席
過
半
数
も
夢
じ
ゃ
な
い
」�

島
本
町
議
会
　�

維
新
府
政
の「
市
町
村
合
併・水
道
統
合
押
し 

付
け
」を
は
ね
返
す
力
に

特 集

河
野
恵
子

前
島
本
町
議
会
議
員

表　�島本町議会における女性議員数の推移について

選挙年 議員
定数（人）

女　性
議員数
（人）

女性議員
の比率

昭和　26年 1952年 22 1 4.50%

30年 1955年 22 0 0.00%

34年 1959年 22 0 0.00%

38年 1963年 22 0 0.00%

40年 1965年 22 0 0.00%

44年 1969年 20 1 5.00%

48年 1973年 20 2 10.00%

52年 1977年 20 2 10.00%

56年 1981年 20 4 20.00%

60年 1985年 20 5 25.00%

平成　元年 1989年 20 6 30.00%

₅年 1993年 20 6 30.00%

₉年 1997年 20 6 30.00%

13年 2001年 18 8 44.40%

17年 2005年 16 6 37.50%

21年 2009年 16 7 43.80%

25年 2013年 14 7 50.00%

29年 2017年 14 6 42.90%

令和　₃年 2021年 14 7 50.00%
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※
こ
の
原
稿
は
、
２
０
２
３
年
６
月
18
日
に
開
催
し

た
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
の
会
員
定
時
総
会

の
前
段
の
記
念
講
演
で
、
小
関
啓
子
さ
ん
に
お
話

い
た
だ
い
た
内
容
を
編
集
委
員
会
で
整
理
・
編
集

し
た
う
え
で
、
小
関
啓
子
さ
ん
に
も
ご
確
認
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。

杉
並
区
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

杉
並
区
を
少
し
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

新
宿
発
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
駅
で
言
う
と
、
杉

並
区
に
入
る
と
高
円
寺
、
阿
佐
ヶ
谷
、
荻
窪
、

西
荻
窪
と
４
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
私
鉄
が
４
路
線

あ
っ
て
、
全
部
で

19
の
電
車
の
駅
が

あ
り
ま
す
。

人
口
は
約
57
万

人
で
有
権
者
約
47

万
人
、
小
中
学
校

の
数
で
言
う
と
小

学
校
は
40
校
、
中
学
校
23
校
で
す
。
お
よ
そ
の

自
治
体
の
大
き
さ
が
分
か
る
で
し
ょ
う
か
。

杉
並
区
議
会
の
議
員
定
数
は
48
人
で
す
。
何

年
か
前
ま
で
50
人
で
、
な
ん
と
か
減
ら
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

杉
並
区
議
会
は
、
元
々
一
人
会
派
と
い
う
の

が
す
ご
く
多
い
ん
で
す
。
今
度
ま
た
多
く
な
り

ま
し
た
が
…
…
一
人
会
派
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
民
意
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。私

、
墨
田
区
で
教
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
墨
田
区
議
会
は
自
民
党
、
公
明
党
、
共

産
党
、
立
憲
が
ち
ょ
こ
っ
と
、
も
う
そ
れ
ぐ
ら

い
し
か
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
杉
並
に
来
た
ら
10

を
超
え
る
会
派
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
民
意
が
多

様
な
ん
だ
か
ら
定
数
を
減
ら
す
な
ん
て
と
ん
で

も
な
い
と
ず
っ
と
言
い
続
け
て
き
て
、
と
り
あ

え
ず
48
人
を
維
持
し
て
い
る
の
が
今
の
姿
で
す
。

こ
の
３
年
で
杉
並
に
起
き
た
こ
と

こ
の
間
、
杉
並
で
何
が
起
き
た
の
か
と
考
え

て
み
る
と
、
ま
ず
、
一
昨
年
（
２
０
２
１
年
）

10
月
の
総
選
挙
で
、
10
期
当
選
の
石
原
伸
晃
氏

（
自
民
党
）
を
倒
し
て
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の

力
で
吉
田
は
る
み
さ
ん
（
立
憲
民
主
党
）
を
当

選
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
（
２
０
２
２
年
）
６
月
の
区
長

選
挙
で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
生
か
し
、

従
来
の
保
守
の
区
長
を
１
８
７
票
差
で
う
ち
破

り
、
岸
本
聡
子
区
長
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
４
月
の
区
議
会
選
挙
で
す
。

岸
本
さ
ん
を
区
長
に
押
し
上
げ
る
た
め
に
、

区
長
選
で
は
若
い
女
性
た
ち
が
街
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
現
れ
て
き
て
、
ど
こ
の
駅
に
行
っ
て
も
一

人
街
宣
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
女
性
た
ち
が
「
岸
本
さ
ん
が
当
選
し
た

政
治
を
変
え
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い

杉
並
区
議
会
を
変
え
た
市
民
と
野
党
の
共
闘

特 集

小
関
啓
子

杉
並
革
新
懇
世
話
人

杉並での経験を語る
小関啓子さん
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自治体問題研究所創立60年自治体問題研究所創立60年
大阪自治体問題研究所創立50年大阪自治体問題研究所創立50年

記念特集記念特集

改めて歴史と役割ふまえ、改めて歴史と役割ふまえ、
自治研活動を地域から広げよう自治研活動を地域から広げよう

おおさかの住民と自治
編集委員会

本
特
集
の
第
１
回
（
本
誌
２
０
２
３
年
５
月

号
）
で
は
、
自
治
労
自
治
研
の
当
初
か
ら
自
治

研
運
動
に
関
わ
り
、
自
治
体
問
題
研
究
所
の
設

立
前
か
ら
、
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ

た
宮
本
憲
一
先
生
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

・
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
）
に
う
か
が
っ
た
お
話

を
ま
と
め
、
戦
後
、
自
治
研
活
動
が
誕
生
し
て

か
ら
、
１
９
７
３
年
の
大
阪
自
治
体
問
題
研
究

所
の
設
立
に
至
る
ま
で
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま

し
た
。

戦
後
、
現
憲
法
の
も
と
で
、
自
治
体
労
働
者

が
自
分
た
ち
の
労
働
条
件
だ
け
で
は
な
く
、

「
地
方
自
治
と
は
何
か
」「
地
方
行
財
政
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」
を
考
え
、
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
、

地
方
自
治
研
究
者
の
協
力
を
得
て
自
治
研
活
動

が
始
ま
っ
た
こ
と
、
公
害
問
題
な
ど
を
始
め
高

度
経
済
成
長
の
ひ
ず
み
が
地
域
で
あ
ら
わ
に
な

る
中
で
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
本
位
の
自

治
体
行
政
を
求
め
る
国
民
運
動
に
発
展
し
て
き

た
こ
と
、
そ
れ
が
全
国
各
地
で
の
革
新
自
治
体

の
誕
生
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、１
９
６
３
年
、

こ
う
し
た
運
動
を
支
え
る
自
治
体
問
題
研
究
所

が
大
阪
の
地
で
発
足
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
特
集
第
２
回
で
は
、
革
新
自
治
体
の

業
績
と
、
そ
の
後
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
弱

点
、
さ
ら
に
は
大
阪
に
お
け
る
「
維
新
の
会
」

の
進
出
を
ど
う
見
る
か
、
加
え
て
大
阪
自
治
体

問
題
研
究
所
が
担
う
べ
き
課
題
な
ど
、
第
１
回

に
続
く
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
内
容
も
、
特
集
第
１
回
と
同

じ
く
、
２
０
２
３
年
２
月
27
日
に
宮
本
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
、
編
集
委
員
会
の

責
任
で
編
集
し
、
整
理
し
た
も
の
で
す
。

左から梶哲教さん・宮本憲一先生・坂田俊之さん
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宮本憲一先生インタビュー⃝第２回

Ⅳ　

�

革
新
自
治
体
の
全
国
的
な
拡
大

と
自
治
体
問
題
研
究
所
の
果
た

し
た
役
割

革
新
自
治
体
の
成
果

梶
哲
教
大
阪
研
理
事
長　

革
新
自
治
体
が
全
国

に
広
が
る
中
、
自
治
体
問
題
研
究
所
は
１
９
７

２
年
か
ら
東
京
に
居
を
移
し
ま
す
。
大
阪
で
は

そ
れ
ま
で
の
運
動
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
73
年
６

月
に
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
が
発
足
し
ま

す
。

　

黑
田
革
新
府
政
や
、
大
阪
で
の
運
動
に
も
深

く
関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
宮
本
先
生
に
、
当
時
の

大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
の
取
り
組
み
や
役
割

な
ど
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
本
憲
一
先
生　

岩
波
書
店
が
刊
行
し
た
『
岩

波
講
座
・
現
代
都
市
政
策
』（
全
11
巻
＋
別
巻
、

１
９
７
２
年
～
）
と
い
う
の
は
、
日
本
に
お
け

る
都
市
政
策
の
最
初
の
総
合
的
な
講
座
で
す
。

シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
思
想
を
中
心
に
お
い
て
、

社
会
資
本
の
建
設
と
公
害
防
止
と
い
う
の
が
柱

に
な
っ
た
の
で
、
福
祉
国
家
を
自
治
体
が
代
弁

す
る
。
日
本
で
は
政
府
に
よ
る
福
祉
国
家
が
で

き
な
い
の
で
、
む
し
ろ
自
治
体
が
福
祉
国
家
を

代
行
す
る
と
い
う
形
の
成
果
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
で
、
黒
田
府
政
の
時
に
で
き
た
環
境
政

策
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、
日
本
で
最
初
の

「
総
量
規
制
」
を
や
る
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
い
労

力
が
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
京
都
大
学
出

身
の
大
塩
敏
樹
さ
ん
を
大
阪
の
環
境
政
策
の
中

心
に
据
え
て
、
大
阪
の
全
て
の
主
要
汚
染
源
に

つ
い
て
の
情
報
を
一
箇
所
に
集
め
て
、
そ
れ
で

環
境
基
準
を
超
え
た
ら
、
指
令
を
出
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
汚
染
源
の
規
制
を
出
来
る
よ
う
に
体
制

を
と
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
「
総
量
規
制
」
は
全
国
に
影
響
を
与
え

た
わ
け
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
大
阪
の
当
時

の
環
境
政
策
は
先
端
を
走
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
ね
。革

新
自
治
体
の
全
国
的
拡
大

　

そ
の
他
、
東
京
都
が
や
っ
た
高
齢
者
・
身
障

者
・
保
育
施
策
。
保
育
に
関
し
て
は
、
関
西
で

も
保
育
所
設
置
費
用
を
め
ぐ
る
自
治
体
の
超
過

負
担
問
題
を
提
起
し
た
摂
津
訴
訟
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
福
祉
関
係
の
行
政
の
成
果

も
、
当
時
の
内
閣
よ
り
も
特
に
都
市
部
の
自
治

体
の
方
が
先
行
し
て
、「
先
取
り
行
政
」っ
て
呼

 

革
新
自
治
体
の
業
績
と
弱
点
、�

�

自
治
体
問
題
研
究
所
の
課
題

宮
本
憲
一
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

◉ 

第
２
回

　
　
　
　
　
　
　
語
り
手
：
宮
本
憲
一
先
生

　
　
　
　
　
　
　�
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：�

　
　
　
　
梶
　
哲
教
さ
ん
（
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
長
）�

　
　
　
　
坂
田
俊
之
さ
ん
（
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
監
事
　
大
阪
衛
都
連
書
記
長
）
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